
学校番号 1006 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 3 第 1 学年 

・啓林館「Revised ELEMENT  

English Communication Ⅰ」 

・旺文社「英単語ターゲット

1400 [5 訂版]」 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という 4 技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについてキーワードでメモをとり、話したり書

いたりする言語活動を多く行います。 

・英語の語彙や文法については、使い方と使用場面を意識して学習することが大切です。「英語を使う」ことを意識して

辞書や教科書本文を活用していきます。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズム・イントネーション・区切りに気をつけて、聞い

ている人にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の 4 技能の到達目標） 

【第 1 学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（3 単位）及び「英語表現Ⅰ」（2 単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・読んだ内容を

中心に、学んだ

ことや経験した

ことに基づい

て、考えなどを

話し合ったり意

見の交換をした

りすることがで

きる。 

・事実に基づい 

て意見などを話

すことができる

など 

コミュ英Ⅰ 

インタビュ

ーテスト 

ペアワーク 

英語表現Ⅰ 

インタビュ

ーテスト 

ペアワーク 

 

 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

・内容の要点を示す

語句や文、つなが

りを示す語句など

に注意しながら書

くことができるな

ど 

コミュ英Ⅰ 

ライティン

グ課題 

定期考査 

 

英語表現Ⅰ 

ライティン

課題 

定期考査 

 

・様々な事物や写

真の紹介や対話

などを聞いて、

情報や考えなど

の概要をとらえ

ることができ

る。 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの要点

をとらえること

ができるなど 

コミュ英Ⅰ 

定期考査 

ペアワーク 

インタビュ

ーテスト 

 

・エッセイや 

物語などを読

んで、情報

や考えなど

の概要をと

らえること

ができる。 

・説明や物語

などを読ん

で、情報や考

えなどの要

点や詳細を

とらえるこ

とができる

など 

コミュ英Ⅰ 

音読 

定期考査 

ペアワーク 

 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 7 時間) 

Rakugo in 

English! 

 

〈異文化交流・

言語〉 

笑いは最高のコ

ミュニケーショ

ン  

桂かい枝さんの

落語論 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

に書き出し、それを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話を続け

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・かい枝さんについて

のインタビューを読

んでその内容を口頭

で要約する。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て自分の将来の夢につ

いて伝え合う。 

・各セクションにつ

いての説明を読ん

で、その内容を口

頭で要約すること

ができる。 

・読んだことに基づ

いて、自分の夢に

ついて話すことが

できる。 

 

・授業時間の中でパ

フォーマンステス

トを実施する時間

を設ける。 

「外国語理解の能力」 

・（本単元では設定し

ない） 

 ・（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

①英語の 5 文型 

②to 不定詞と動名詞 

・本文中で用いられてい

る文型を確認する。 

・英語の 5 文型, to 不

定詞と動名詞につ

いて理解してい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 

Lesson 2 

( 7 時間) 

Christian the 

Lion 

 

<動物・友情> 

ライオンと人間

の絆  

200 万人が見た

感動の実話 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ストーリーの展開を

理解し、あらすじを

ペアに伝える。 

・各セクションの要点を

押さえ、ストーリーの

あらすじを伝えられる

ようなキーワードをワ

ークシートに書き出

し、それを参考にしな

がらペアで伝え合う。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話を続け

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれた野生

動物との生活につい

て、適切に書く。 

・セクションごとに

Christian の変化につ

いて、ワークシートに

英語で書く。 

・特徴的な内容をま

とめ、ワークシー

トに適切に書くこ

とができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語理解の能力」 

・ Christian との生活

の変化を要約する。 

・関連した画像などを見

ながら、イメージとと

もに、その内容を理解

する。 

・読んだことを理解

することができ

る。 

・定期テストのペー

パーテストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができてい

るかを判断する。 



「言語や文化についての知識・理解」 

①現在完了形 

②受動態 

③分詞の限定用法 

・①〜③の文法項目が本

文でどのように用いら

れているか理解する。 

①現在完了形の 3 つ

の用法を理解す

る。 

②能動態を用いた文

を、受動態を用い

た文に書き換え

る。 

③分詞が前後どちら

から修飾されるか

を理解する。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 

Lesson 3 

( 7 時間) 

Predictions of 

the Future 

 

<科学・技術> 

予言は実現し

た？ 

科学者たちの見

た未来 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・（本単元では設定し

ない） 

 ・（本単元では設定し

ない） 

 

「外国語表現の能力」 

・アシモフとクラーク

らが予言した内容に

ついて読み、その内

容について、ワーク

シートを用いて内容

をまとめる。 

 

・ワークシートを用い

て、予言された未来に

ついての簡潔な説明分

を、現在完了形を用い

て英作文する。 

・アシモフとクラー

クらが予言した内

容を読み、簡潔に

説明する文章を書

くことができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語理解の能力」 

・本文の概要を理解 

 した上で、グルー 

 プ討議を通して 

 50 年先の世界が 

 どうなっているか 

 考察する。 

・インターネット等を活

用して情報を収集し、

グループ討議・発表を

経て、良い点と問題点

を考察する。 

・未来における変 

 化を他者との話 

 し合いのなかで 

 自分なりにまと 

 め、発表するこ 

 とができる。 

・発表の中で取り上 

 げた問題について 

 どれだけ深く関連 

 づけられている 

 か、また簡潔にま 

 とめられているか 

 で評価する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

①S＋V＋O（疑問詞

節・if 節） 

②関係代名詞 

・名詞節と副詞節の if

の違いを理解できてい

るか、また、本文中の

関係代名詞の意味の取

り方や用法を確認す

る。 

・SVO の if と副詞節

の if の違いを理解

できている。 

・関係代名詞の使い

方を理解してい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 

Lesson 4 

( 7 時間) 

Twice Bombed, 

Twice Survived 

 

<戦争・平和> 

広島・長崎の二

重被爆者  

山口さんの平和

への思い 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし

て聞き続ける。 

・セクションごとに本文

の音声を聴き、客観的

事実と筆者の主観的意

見を区別して、ワーク

シートに書き出す。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句を推

測することができ

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・（本単元では設定し

ない） 

 ・（本単元では設定し

ない） 

 

「外国語理解の能力」 

・山口さんが 2 度被爆

した経緯を理解す

る。 

・山口さんが自らの経

験を語った方法と理

由について理解す

る。 

 

・セクションごとに本文

の音声を聴き、起こっ

た出来事を時系列順に

ワークシートにまとめ

る。 

・前後関係や時期を

表す語句を参考

に、出来事を時系

列順に並べること

ができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 



「言語や文化についての知識・理解」 

①S＋V＋C（分詞） 

②S＋V（知覚・使役動

詞）＋O＋C（原形

不定詞・分詞） 

③過去完了形 

・①〜③の文法項目が本

文でどのように用いら

れているか理解する。 

・第２文型、第５文

型において補語が

どのようなどのよ

うな役割を果たし

ているかを理解す

ることができる。 

・現在完了形と過去

完了形の違いを理

解することができ

る。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 

Lesson 5 

( 8 時間) 

Umami 

 

<食文化・健康> 

人々を救う「う

ま味」 

和食の秘密 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまみについて理解

したことをペアで伝

え合う。 

・ワークシートにキーワ

ードを書き出し、それ

を参考にした図を示し

ながら簡単な英語で説

明する。 

・間違いを恐れず、

積極的にうまみに

ついての情報を伝

えることができ

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・うまみがどのような

ものかを理解し、そ

の研究の歴史を知

る。 

・うまみが健康に及ぼ

す影響を理解し、そ

の内容が聞き手に伝

わるように話す。 

 

・うまみについての内容

をまとめ、身の回りの

うまみを利用した食品

を互いに発表しあう。 

・この単元で学んだ

語句や表現を用い

て、うまみと身の

回りの食品につい

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・授業時間の中でパ

フォーマンステス

トを実施する時間

を設ける。 

「外国語理解の能力」 

・科学的な専門用語を

理解し、正しく発音

することができる。 

・うまみについて科学

的な説明ができる。 

・うまみがどのようなも

のかを理解し、その研

究について理解する。

また、うまみが健康に

及ぼす影響を理解す

る。 

・うまみを表す科学

的な表現を用いて

正しく表現するこ

とができる。 

・健康との関係につ

いて説明すること

ができる。 

・定期テストのペー

パーテストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①助動詞＋受動態 

②要求・提案などを表

す動詞の that 節にお

ける動詞の原形 

③関係代名詞の what 

・①〜③の文法項目を、

例文を参考にしながら

理解する。また表現活

動を繰り返し、使い方

に慣れる。 

①助動詞と受動態を

組み合わせた表現

方法を理解する。 

②要求・提案などを

表す動詞の that 節

における動詞の原

形の仕組みを理解

する。 

③関係代名詞の what

とその他の関係代

名詞の違いを理解

する。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 

Lesson 6 

( 8 時間) 

The Story of 

PlayPumps 

 

<国際関係・ボラ

ンティア> 

国際支援に必要

なこととは？ 

失敗から学ぶ教

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・（本単元では設定し

ない） 

 ・（本単元では設定し

ない） 

 

「外国語表現の能力」 



訓 ・Exercise で紹介され

ている語や文法事項

を理解する。 

・本文で出てくる表現を

正しく理解し、表現活

動を繰り返すことで定

着を図る。 

・Exercise で紹介さ

れている語句や文

法事項を使って、

英文が書ける。 

・定期テストのペー

パーテストにおい

て、英作文を問う

出題により、表現

能力が定着してい

るかを判断する。 

「外国語理解の能力」 

・PlayPump の計画

と、なぜ失敗したの

かを理解する。そし

てその失敗から学べ

ることを理解する。 

・セクションごとに、内

容に関する質問や

PlayPump 計画の流れ

を表にまとまる。 

・作成した表をもと

に計画の流れを簡

潔にまとめて説明

することができ

る。 

・定期テストのペー

パーテストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができてい

るかを判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

①関係代名詞の非限定

用法 

②形式主語の it につい

て理解する。 

・本文で出てくる表現と

例文を参考に①, ②の

文法項目を理解する。 

①関係代名詞の限定

用法と非限定用法

の違いを理解する

ことができる。 

②形式主語が用いら

れている英文にお

いて真主語を発見

することができ

る。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 

Lesson 7 

( 8 時間) 

Biomimetics 

 

<科学・環境> 

自然界に隠れた

科学技術のヒン

ト 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

に書き出し、それを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話を続け

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・現在完了形と現在完

了進行形の違いを理

解し、表現すること

ができる。 

・日本文を英文に直し、

継続を表す現在完了形

で進行形にする場合と

そうでない場合の違い

を理解させる。 

・状態動詞と動作動

詞を理解して、現

在完了形の文を作

ることができる。 

・ペーパーテストに

おいて日本語を参

考に現在完了進行

形を用いた英文を

書くことができる

かどうかを評価す

る。 

 

「外国語理解の能力」 

・科学的な文のパラグ

ラフ構造について理

解する。 

・トピックセンテンスと

サポーティングセンテ

ンスの関係、ディスコ

ースマーカーの働きに

ついて理解する。 

 

・パラグラフの構造

に正確に理解する

ことができる。 

・定期テストのペー

パーテストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができてい

るかを判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

①現在完了進行形 

②関係副詞 

③形式目的語の it 

・それぞれの文法項目に

関して、本文中で用い

られている意味や用法

を理解する。 

①現在完了進行形の

意味が正確に取れ

るか 

②関係副詞 why と

how の違いを理解

できているか 

③形式目的語が用い

られている英文に

おいて真目的語を

発見することがで

きる。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 



Lesson 8 

( 8 時間) 

The Power of 

Presentation 

 

<スピーチ・現
代社会> 

伝説の招致プ
レゼン 

成功の秘訣と
は 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・プレゼンテーション

をすることで、効果

的に多数の人に意図

を伝える練習をす

る。 

・自分の学校について中

学生に説明するという

状況設定でプレゼンテ

ーションを行う。 

・効果的なプレゼン

テーションの方法

を学び、実践す

る。 

・授業時間の中でパ

フォーマンステス

トを実施する時間

を設ける。 

「外国語表現の能力」 

・仮定法を用いて「東

京オリンピックが今

年行われていれば」

というテーマで英作

文する。 

・仮定法の基本形を理解

し、その形を応用した

英文を作成する。 

・仮定法の基本的な

意味を理解して、

仮定法過去と仮定

法過去完了を正確

に使うことができ

る。 

・ペーパーテストに

おいて日本語を参

考に仮定法を用い

た英文を書くこと

ができるかどうか

を評価する。 

 

「外国語理解の能力」 

・各セクションのサマ

リーを作成する。 

・2020 年の東京招致オ

リンピックでどうして

ニックが招かれ、どの

ようなプレゼンを行な

ったのか、また、良い

プレゼンとはどのよう

なものかをまとめる。 

 

・各セクションのサ

マリーがキーワー

ドを押さえながら

作成されている。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

①仮定法過去 

②仮定法過去完了 

・仮定法の基本的な例文

を参考にその活用の仕

方を理解する。 

・仮定法過去と仮定

法過去完了を使い

分けて活用でき

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 

Lesson 9 

( 9 時間) 

Bopsy 

 

<障害・人間愛> 

「消防士になり

たい」  

難病の少年の夢

をかなえた人々 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・音読を繰り返すこと

で、英語らしいアク

セント・イントネー

ション・リズムなど

のプロソディを理解

して読めるようにな

る。 

・CD を繰り返し聴き、

英語らしいアクセン

ト・イントネーショ

ン・リズムなどのプロ

ソディを学ぶ。 

・英語らしいアクセ

ント・イントネー

ション・リズムな

どのプロソディを

意識した音読がで

きる。 

・授業時間の中でパ

フォーマンステス

トを実施する時間

を設ける。 

「外国語表現の能力」 

・身近な人への感謝の

手紙を作成する。 

・感謝を表す表現を学

び、それを利用した手

紙を作成する。 

・感謝を表す表現を

正しく利用した手

紙を作成できてい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み内容の

判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文をもとに、登場

人物の心情とそれに

伴う行動について理

解する。 

・各セクションでのボプ

シーの心情の変化とそ

の原因を考察する。 

・本文のサマリーを

作成し、ボプシー

の心情変化を正し

く理解できている

か確かめる。 

・定期テストのペー

パーテストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができてい

るかを判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

①仮定法を含む表現 

②seem [appear] to do 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

①前単元で学んだ内

容が定着している

か確かめる。 

② seem [appear] to 

do が表す内容を理

解できる。 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 



 

 

Lesson 10 

( 9 時間) 

Playing the 

Enemy 

 

<人権・スポーツ

> 

南アフリカの歴

史を変えたマン

デラとラグビー 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・教科書 L10 の最初の

15 枚の写真を見て、

一枚ずつ英語で説明

する。 

・本文を読み、内容と写

真との関連を調べ、写

真の説明をグループで

書く 

・正しく理解できて

いるか班内でチェ

ックする。代表者

は別の班に出向

き、作成した説明

を発表する。 

 

・各グループで正し

く説明できている

かを評価する。 

「外国語表現の能力」 

・各パラグラフのポイ

ント理解のために、

それぞれの問題を作

成する。 

・それぞれのグループで

作成した質問を他グル

ープと共有し、理解を

深める。 

・質問に対して正し

く答えられる。 

・各グループで Q&A

を作成し、グルー

プ内で評価する。 

「外国語理解の能力」 

・英文を通してマンデ

ラの果たした役割

と、国民の人種間の

融和への過程を理解

する。 

・各セクションの変化に

ついてサマリーを書い

て流れを理解する。 

・本文の流れを正し

くつかみ、人種間

の気持ちの変化の

理由を理解できて

いる。 

・定期テストのペー

パーテストにおい

て、内容理解を問

う出題により、内

容理解ができてい

るかを判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

①過去完了進行形 

②進行形の受動態 

③分詞構文 

・①〜③の文法項目を、

例文を参考にしながら

理解する。また表現活

動を繰り返し、使い方

に慣れる。 

①過去完了形と過去

完了進行形の違い

を理解する。 

②進行形と受動態そ

れぞれの要素をど

のように組み合わ

せれば良いか理解

する。 

③分詞構文を用いた

英文を作成するこ

とができる。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識したペ

ーパーテストを定

期テストで実施

し、知識が身につ

いているかを判断

する。 

 


